
東
京
都
に
あ
る
ホ
テ
ル 

ル
・
ポ

ー
ル
麹
町
で
１
月
19
日
㈯
、「
東
京

八
女
ふ
る
さ
と
会
」（
大
坪
修
会
長
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
は
八

女
市
出
身
の
関
東
圏
在
住
者
で
構

成
さ
れ
、
お
互
い
の
交
流
を
図
る

と
と
も
に
郷
土
八
女
の
発
展
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
当
日
は

三
田
村
市
長
も
参
加
、
約
１
４
０

人
の
に
ぎ
や
か
な
会
と
な
り
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ほ
ど
直
木
賞
を
受

賞
し
た
安
部
龍
太
郎
さ
ん
が
ゲ
ス

ト
と
し
て
駆
け
つ
け
、
出
席
者
全

員
で
お
祝
い
し
今
後
の
活
躍
を
お

祈
り
し
ま
し
た
。
同
会
で
は
、
今

回
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
被
災
者
を

応
援
す
る
た
め
募
金
を
呼
び
掛
け
、

大
坪
会
長
か
ら
三
田
村
市
長
に
お

見
舞
金
と
し
て
渡
さ
れ
ま
し
た
。

多
大
な
る
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

「
東
京
八
女
ふ
る
さ
と
会
」

で
も
祝
福

三田村市長から安部さんへ花束などが渡されました

第
１
４
８
回
（
平
成
24
年
下
半
期
）
直
木

賞
（
日
本
文
学
振
興
会
主
催
）
が
１
月
16
日

㈬
発
表
さ
れ
、
八
女
市
黒
木
町
出
身
の
作
家・

安
部 

龍
太
郎
さ
ん
の
『
等
伯
』（
日
本
経
済

新
聞
出
版
社
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

『
等
伯
』
は
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時

代
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
絵
師
・
長
谷
川

信
春
（
等
伯
）
が
主
人
公
。
代
表
作
に
国
宝

「
松
林
図
屏
風
」
で
知
ら
れ
る
屏
風
絵
が
あ
り

ま
す
。
作
品
は
、
故
郷
・
能
登
国
七
尾
を
後

に
転
々
と
す
る
も
一
心
に
画
業
に
打
ち
込
み
、

独
自
の
作
風
を
打
ち
立
て
る
ま
で
を
描
い
て

い
ま
す
。
選
考
委
員
か
ら
も
「
ベ
テ
ラ
ン
の
腕

で
読
み
ど
こ
ろ
の
あ
る
作
品
。
綿
密
に
調
査

し
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
も
う
ま
く
組
み
立

て
ら
れ
完
成
度
が
非
常
に
高
い
」
と
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。
市
立
図
書
館
で
も
安
部

先
生
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
受
賞

作
以
外
の
作
品
も
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昭和30年生まれ。国立久留米工業高等専門学校機械工学科卒。東
京都大田区役所入庁後に図書館司書を務める。その間に数々の新人
賞に応募し、平成2 (1990) 年『血の日本史』で作家デビュー。平成
6 (1994) 年『彷徨える帝』で第111回直木賞候補、平成17 (2005) 年『天
馬、翔ける』で第11回中山義秀文学賞受賞。骨格の確かな作風と、
日本史の根幹にかかわる大きなテーマに果敢に挑み、歴史小説の次
代を担う作家として注目を集めている。

「直木賞」受賞
おめでとうございます

安部 龍太郎さん 『等伯』

安部 龍太郎さん作家 （八女市黒木町出身）

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

燃
え
あ
が
る
「
ほ
っ
け
ん
ぎ
ょ
う
」
に
無
病
息
災
を
祈
る

新
春
競
詠
初
句
会

入
選
作
紹
介

2

燃えあがり辺りを赤く染める「ほっけんぎょう」

内野守備の指導前にはボールの握りなどアドバイスを受けました

長峰小学校児童 423 人による「110」の人文字

新
年
の
初
句
会
は
、
三
俳
句
会

の
競
詠
を
行
い
ま
し
た
。
入
選
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
吉
泉 

守
峰
選
）

特
選

薄う
す
ら
い氷
の
下
に
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
魚

寺
田
睦
子

月
冴
ゆ
る
友
は
天
女
と
な
り
に
け

り               　
　

  

荒
川
ミ
ヤ
子

掛
軸
を
赤
富
士
に
替
え
春
支
度

樋
口 

力

佳
作

被
災
地
の
皇
后
の
手
に
水
仙
花

松
尾
ア
サ
子

あ
る
が
ま
ま
生
き
む
と
決
め
し

去こ

ぞ

こ

と

し

年
今
年                 

青
木
早
弓

生
き
ざ
ま
の
折
り
込
み
に
似
て
柿

落
葉                    

中
村
ス
ミ
子

海
風
の
流
れ
の
ま
ま
に
野
水
仙

城
後
正
子

穏
や
か
に
齢
よ
わ
い

重
ね
て
屠
蘇
祝
ふ

西
島
志
乃
芙

真
青
な
る
空
に
蠟ろ
う
ば
い梅
眩
し
か
り

大
坪
延
子

警
察
で
は
１
月
10
日
を
「
１
１

０
番
の
日
」
と
し
て
広
く
県
民
に

１
１
０
番
通
報
の
正
し
い
利
用
の
周

知
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
環
と

し
て
１
月
９
日
㈬
、
長
峰
小
学
校

で
防
犯
教
室
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

体
育
館
で
は
保
護
者
や
地
域
住

民
も
参
加
し
て
の
防
犯
教
室
を
実

施
。
声
か
け
防
止
の
寸
劇
や
正
し

い
１
１
０
番
の
使
い
方
を
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
県
警
察
本
部
音
楽

隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
演

奏
会
も
あ
り
、
同
音
楽
隊
の
演
奏

で
同
校
校
歌
を
み
ん
な
で
合
唱
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
を
絶
対

に
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い

を
よ
り
強
く
し
て
い
ま
し
た
。

１
月
10
日
は

１
１
０
番
の
日

元
プ
ロ
野
球
選
手
が
野
球
教
室 

八
女
市
ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル

八
女
市
ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー

ル
「
ホ
ー
ク
ス
ジ
ュ
ニ
ア
ア
カ
デ

ミ
ー
野
球
教
室
」
が
１
月
20
日

㈰
岡
山
球
場
で
行
わ
れ
、
市
内

の
少
年
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
す

る
６
年
生
65
人
が
参
加
し
ま
し

た
。講

師
は
元
プ
ロ
野
球
選
手
の

西
村
龍
次
さ
ん
、
河
野
昌
人
さ

ん
、
大
野
隆
治
さ
ん
、
若
林
隆

信
さ
ん
、高
橋
和
幸
さ
ん
の
５
人
。

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
指
導
の
後
は
、
投

手
、
捕
手
、
内
野
、
外
野
に
分

か
れ
て
守
備
の
指
導
を
受
け
ま

し
た
。
ど
の
子
ど
も
た
ち
も
真
剣

な
表
情
で
取
り
組
み
、
コ
ー
チ
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
最
後
に
西
村
コ
ー
チ
が

「
今
日
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
、

明
日
、
明
後
日
と
毎
日
続
け
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、
代

表
し
て
上
妻
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

の
黒
岩
明
正
さ
ん
が
「
今
日
習
っ

た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
今
後
に
生

か
し
て
い
き
た
い
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
「
柳
島
の
十
七
夜
」
が

１
月
17
日
㈭
、
柳
島
の
若
宮
八
幡

宮
境
内
に
あ
る
観
音
堂
前
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
今
か
ら
約
８
０
０

年
前
に
当
時
の
黒
木
城
主
の
正
室

が
矢
部
川
に
身
を
投
げ
、
そ
の
時

に
抱
い
て
い
た
観
音
像
が
柳
島
に
流

れ
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
通
り
か
か

っ
た
あ
め
形
売
り
が
引
き
揚
げ
、
す

ぐ
に
わ
ら
を
焚
い
て
暖
め
た
こ
と
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、「
あ
め
が
た
ま
つ
り
」
と
も
い

わ
れ
、
境
内
で
は
あ
め
形
が
売
ら
れ

て
い
ま
す
。
夜
８
時
、
高
さ
10
～

11
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
組
ま
れ
た
「
ほ

っ
け
ん
ぎ
ょ
う
」
に
火
が
付
け
ら
れ

る
と
、
ま
た
た
く
間
に
火
は
燃
え
あ

が
り
、
辺
り
を
暖
め
ま
し
た
。
毎

年
来
て
い
る
と
い
う
女
性
は
、「
病

気
を
せ
ず
元
気
に
過
ご
し
た
い
」
と

話
し
、
燃
え
あ
が
る
「
ほ
っ
け
ん
ぎ

ょ
う
」
を
な
が
め
て
い
ま
し
た
。
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井
上
さ
ん
が
最
高
賞

徐福にまつわる紙芝居を披露する川崎小学校６年生

男性も熱心に料理に取り組みました

椎
茸
栽
培
の
技
術
向
上
と
経
営

改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
12

月
４
日
㈫
、
第
43
回
福
岡
県
椎
茸

品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上
陽

町
上
横
山
の
井
上
美
佐
子
さ
ん
が
乾

燥
椎
茸
の
部
で
最
高
賞
で
あ
る
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

お
り
な
す
八
女
調
理
室
で
１

月
15
日
㈫
、
嚥え

ん
げ下

が
困
難
な
人

の
た
め
の
飲
み
込
み
や
す
い
食

事
の
料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
は
男
性
３
人
を
含
む
18

人
が
参
加
し
、
ご
飯
、
ふ
ん
わ

り
肉
団
子
、
ほ
う
れ
ん
草
の
ピ

ー
ナ
ツ
和
え
、
大
根
も
ち
、
カ

ブ
の
ス
ー
プ
、
さ
つ
ま
い
も
の
ポ

タ
ー
ジ
ュ
、
豆
乳
プ
リ
ン
を
調

理
し
て
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
人
は
「
介
護
食

に
限
ら
ず
家
族
の
誰
が
食
べ
て

も
お
い
し
い
」、「
高
齢
の
母
と
同

居
し
て
い
る
の
で
、
今
後
必
要
に

な
っ
た
と
き
の
参
考
に
し
た
い
」、

「
簡
単
に
で
き
る
の
で
家
族
に
作

っ
て
あ
げ
た
い
」、「
次
回
の
減
塩

食
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
感
想
と
次
回
（
２

月
19
日
㈫
18
時
30
分
～
「
か
が

や
き
」
で
開
催
）
も
参
加
し
た

い
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

徐
福
を
し
の
び
紙
芝
居

八
女
市
で
は
、
上
が
り
続
け
る
医

療
費
を
少
し
で
も
抑
え
る
た
め

に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
家
計
に
も
や
さ

し
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ジェネリック医薬品
希望カード

ジェネリック医薬品
希望カード

ミシン目で切り取ってお使いください

私はジェネリック医薬品を
希望します。

私はジェネリック医薬品を
希望します。

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
認
定

簡
単
介
護
食「
飲
み
込
み
や
す
い
食
事
の
工
夫
」

八
女
市
山
内
の
童
男
山
古
墳
前

で
１
月
20
日
㈰
、「
童
男
山
ふ
す

べ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

秦
の
始
皇
帝
の
命
を
受
け
て
不
老

不
死
の
薬
を
求
め
て
旅
に
出
た
徐

福
が
、
嵐
に
あ
い
こ
の
地
に
打
ち

上
げ
ら
れ
、
地
元
の
人
た
ち
が
枯

れ
木
や
落
ち
葉
を
ふ
す
べ
て
体
を

温
め
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、

毎
年
「
童
男
山
・
犬
尾
城
址
保
存

会
」（
櫻
木
誠
会
長
）
と
川
崎
小

学
校
（
樋
口
佳
司
校
長
）
が
主
催

し
行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
の
朝
、
同
校
児
童
が
童
男

山
古
墳
周
辺
を
掃
き
清
め
集
め
た

枯
れ
枝
や
落
ち
葉
に
火
を
付
け
ま

し
た
。
ゆ
っ
く
り
と
煙
が
た
ち
の

ぼ
る
中
、
古
墳
の
前
で
徐
福
と
ふ

す
べ
の
由
来
を
物
語
に
し
た
紙
芝

居
「
童
男
山
物
語
」
を
同
校
６
年

生
15
人
が
上
演
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
同
保
存
会
と
交
流
が

あ
る
韓
国
巨
済
市
徐
福
研
究
会
か

ら
９
人
が
参
加
。
朴パ

ク
キ
ョ
ン
ホ

炅
浩
会
長
は

「
徐
福
が
縁
で
交
流
を
始
め
た
こ
と

で
、
市
同
士
の
姉
妹
都
市
締
結
に

至
っ
た
こ
と
は
大
変
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。
徐
福
を
通
じ
た

民
間
交
流
を
活
性
化
し
、
こ
の
祭

り
が
世
界
的
な
祭
り
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
同
研
究
会
か
ら
九
州
北
部
豪

雨
へ
の
災
害
見
舞
金
を
い
た
だ
き
、

朴
会
長
か
ら
三
田
村
市
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
乾
椎
茸
の
部
】

▽
農
林
水
産
大
臣
賞

 

井
上
美
佐
子
（
上
陽
町
）

▽
林
野
庁
長
官
賞

 

高
木
正
秋
（
星
野
村
）

▽
福
岡
県
知
事
賞
（
優
秀
賞
）

 

山
口
良
春
（
星
野
村
）

▽
福
岡
県
知
事
賞
（
優
良
賞
）

 

山
口
浩
志
（
星
野
村
）

 

松
延
ホ
ヅ
ミ
（
黒
木
町
）

▽
福
岡
県
特
用
林
産
振
興
会
長
賞

 

山
口
正
明
（
星
野
村
）

 

宮
園
福
夫
（
黒
木
町
）

【
生
椎
茸
の
部
】

▽
福
岡
県
知
事
賞
（
優
秀
賞
）

 

井
上
勝
則
（
上
陽
町
）

▽
福
岡
県
知
事
賞
（
優
良
賞
）

 

馬
場
喜
生
（
上
陽
町
）

 

原
口
八
須
弘
（
上
陽
町
）

▽
福
岡
県
特
用
林
産
振
興
会
長
賞

 

野
田
水
夫
（
上
陽
町
）

【
椎
茸
ほ
だ
場
コ
ン
ク
ー
ル
】

▽
福
岡
県
知
事
賞
（
優
良
賞
）

 
馬
場
喜
生
（
上
陽
町
）

▽
福
岡
県
特
用
林
産
振
興
会
長
賞

 

山
口
和
則
（
星
野
村
）

完成した料理

↑
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医師・薬剤師の先生へ
『ジェネリック医薬品』でお願いします。

医師・薬剤師の先生へ
『ジェネリック医薬品』でお願いします。

氏名氏名

◆変更が可能であればジェネリック医薬品（後発医薬品）へ
変更をお願いします。
◆ジェネリック医薬品が処方できない、適正でない場合があ
ることも理解しています。
◆このカードは保険証・診察券などと一緒にお戻しください。

◆変更が可能であればジェネリック医薬品（後発医薬品）へ
変更をお願いします。
◆ジェネリック医薬品が処方できない、適正でない場合があ
ることも理解しています。
◆このカードは保険証・診察券などと一緒にお戻しください。

↑
右
の
カ
ー
ド
を
診
察
券
な

ど
と
一
緒
に
出
す
か
、
お

医
者
さ
ん
な
ど
に
提
示
し
て

「
私
の
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す

か
？
」と
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ミシン目で切り取ってお使いください

　
八
女
の
地
、
矢
部
川
源
流

の
春
を
つ
げ
る
「
八
女
・

桜
ま
つ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

を
日
向
神
ダ
ム
湖
畔
の
千
本
桜
の

も
と
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会

は
、
八
女
市
矢
部
村
の
春
ま
つ
り

の
一
環
と
し
て
、
八
女
市
の
美
し

い
春
を
満
喫
し
な
が
ら
、
多
く
の

人
々
の
出
会
い
、
交
流
を
深
め
る

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

　

当
日
は
、
高
校
駅
伝
で
お
な
じ

み
の
筑
紫
女
学
園
高
等
学
校
陸
上

部
の
岩
元
監
督
、
選
手
の
皆
さ
ん

を
ご
招
待
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご

家
族
お
そ
ろ
い
で
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

✿
期
日
＝
４
月
７
日
㈰

※
小
雨
決
行
（
荒
天
中
止
）

✿
会
場
＝
八
女
市
矢
部
第
１
運
動

場
（
矢
部
村
鬼
塚　

※
河
川
敷
）

✿
日
程
＝
▽
受
付 

８
時
30
分
～

９
時
30
分

▽
開
会
式 

９
時
30
分
～

✿
参
加
料=

▽
一
般
千
円
（
※
高

校
生
以
上
）　

▽
中
学
生
以
下
５

０
０
円　

※
参
加
者
全
員
に
参
加

賞
・
完
走
（
歩
）
証
あ
り

※
当
日
受
付
で
徴
収
し
ま
す
。

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
も
１
人
に

つ
き
右
記
の
料
金
が
か
か
り
ま
す
）

✿
応
募
方
法
＝
３
月
14
日
㈭
ま
で

に
参
加
申
込
書（
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た

だ
く
か
、
市
役
所
お
よ
び
各
支
所

の
ス
ポ
ー
ツ
担
当
窓
口
に
準
備
し

て
い
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、八
女
市
矢
部
支
所
に
郵
送
（
３

月
14
日
消
印
有
効
）
ま
た
は
、
持

参
く
だ
さ
い
（
※
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

申
込
み
は
不
可
）。
当
日
申
込
受

付
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

✿
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
・
桜
ま
つ

り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

（
矢
部
支
所
総
務
課
内
☎
４
７
・

３
１
１
１
）

     八女・桜まつり
　健康マラソン大会
4 月7 日㈰　 9 時 30 分開会
八女市矢部第1運動場（矢部村）

種目 参加対象者 定員 表　彰
２㎞マラ
ソン 小学生男女 200 男女別の上位 3 位

※ラッキー賞あり

あるこう
（５㎞）

男女年齢制限なし（※ただし、
幼児は家族同伴で参加くださ
い。幼児もエントリーする場
合は参加料をいただきます）

200
表彰なし（タイム
計測なし） 
※ラッキー賞あり

10㎞マラ
ソン 高校生以上男女 250 男女別の上位 3 位

※ラッキー賞あり
５㎞マラ
ソン 中学生以上男女 200 男女別の上位 3 位

※ラッキー賞あり

ファミ
リーマラ
ソン

（２㎞）

家族で同伴のこと（※各組人
数・年齢制限なし） 200

表彰なし（タイム
計測あり）
※特別賞・ラッキー
賞あり

奥

第29回
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いちご摘みとケーキづくり
いちご園での完熟いちご狩りを楽しんだあ
と、摘んだいちごを使ってロールケーキや
タルトを作ります。☆いちごとスイーツの
お土産付き。

◦会場＝プーさんのいちご園◦日程＝３月
22日㈮ 13 時～ 16 時◦料金＝中学生以上
2,500 円、４歳～小学生 1,300 円◦定員＝
20 人

【
八
女
福
島
】

八
女
福
島
の
町
家
め
ぐ
り

◦
集
合
＝
茶
の
く
に
観
光
案
内
所

◦
日
程
＝
３
月
17
日
㈰
10
時
～

12
時
30
分
◦
料
金
＝
７
０
０
円

◦
定
員
＝
15
人

八
女
和
紙
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
づ
く
り

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
◦
日

程
＝
３
月
23
日
㈯
13
時
～
16
時

30
分
◦
料
金
＝
３
７
０
０
円
◦
定

員
＝
８
人

【
上
陽
】

馬
場
水
車
場 

線
香
づ
く
り

◦
会
場
＝
馬
場
水
車
場
◦
日
程
＝

３
月
16
日
㈯
13
時
～
15
時
30
分

◦
料
金
＝
３
千
円
◦
定
員
＝
８
人

親
子
で
楽
し
み
た
い
春
の
収
穫
と

薬
膳
料
理

◦
会
場
＝
こ
ぐ
ま
福
祉
会
・尾
久
保

研
修
所「
み
ん
な
の
館
」
◦
日
程
＝

３
月
20
日
㈷
10
時
～
14
時
30
分

◦
料
金
＝
大
人
２
２
０
０
円
（
同
行

の
４
歳
～
小
学
生
１
人
無
料
）、
追

加
の
４
歳
～
小
学
生
１
２
０
０
円
、

３
歳
以
下
無
料
◦
定
員
＝
15
人

和
竿
づ
く
り
と
川
釣
り

◦
会
場
＝
つ
り
具
の
木
下
◦
日
程

＝
３
月
30
日
㈯
13
時
～
15
時
30

分
◦
料
金
＝
２
千
円
＋
遊
魚
承

認
証（
日
釣
券
）大
人
５
百
円
、中
・

高
生
２
５
０
円
、
小
学
生
以
下

無
料
◦
定
員
＝
10
人

【
立
花
】

無
添
加
ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り

◦
会
場
＝
飛
形
ハ
ム
杉
乃
葉
亭

◦
日
程
＝
３
月
20
日
㈷
10
時
～

13
時
◦
料
金
＝
２
６
０
０
円
◦
定

員
＝
10
人

【
矢
部
】

そ
ば
打
ち
体
験

◦
会
場
＝
杣
人
の
家
◦
日
程
＝
３

月
26
日
㈫
10
時
30
分
～
13
時
30

分
◦
料
金
＝
２
２
０
０
円
◦
定
員

＝
10
人

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
体
験

◦
会
場
＝
丸
太
工
房
は
ら
し
ま

◦
日
程
＝
３
月
31
日
㈰
12
時

30
分
～
15
時
30
分
◦
料
金
＝

４
２
０
０
円
◦
定
員
＝
４
人

【
黒
木
】

ハ
ー
ブ
ソ
ー
プ
づ
く
り

◦
会
場
＝
グ
リ
ン
テ
ィ
◦
日
程
＝

３
月
24
日
㈰
10
時
30
分
～
13
時

30
分
◦
料
金
＝
３
７
０
０
円
◦
定

員
＝
８
人

【
星
野
】

星
の
文
化
館
で
星
空
談
義

（
宿
泊
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

◦
会
場
＝
星
の
文
化
館
◦
日
程
＝

３
月
14
日
㈭
16
時
～
３
月
15
日

㈮
10
時
◦
料
金
＝
８
７
０
０
円

◦
定
員
＝
10
人

春
の
山
歩
き

◦
会
場
＝
星
野
村
石
割
岳
（
集

合
／
星
野
支
所
駐
車
場
）
◦
日

程
＝
３
月
24
日
㈰
９
時
30
分
～

14
時
◦
料
金
＝
１
２
０
０
円
（
お

弁
当
代
含
む
）
◦
定
員
＝
15
人

　（そのほかの１１プログラム）「旅する茶のくに週間」

マイ包丁づくり
自分の名前を刻銘した世界に一本
のペティ包丁を作ります。鍛造や
研ぎなど本格的な鍛冶の体験をし
てみませんか？☆作った包丁は持
ち帰れます。

◦会場＝盛弘鍛冶工場◦日程＝３
月 30 日㈯ 9 時 30 分～ 16 時◦料
金＝10,200 円◦定員＝４人

座禅と精進料理
八女茶発祥の地である黒木町笠原
の霊巌寺にて本格座禅の体験と精
進料理、お茶の淹れ方教室を楽し
みます。

◦会場＝霊巌寺◦日程＝３月19 日
㈫11時～13時30分◦料金＝2,700
円◦定員＝10 人

個性あふれる八女を見る・聴く・味わう・
触れる！１４の体験プログラムを企画し
ました。豊かな「自然」と「職人の技」、

「人の笑顔」、「もてなし」に触れ、きっと、
もっと八女のことが好きになる！知らな
かった八女を知る！そんな八女を楽しむ
ステキなイベントです。お誘いあわせの
上、どうぞお気軽にご参加ください。

八女市役所・各支所ほか、茶のくに観
光案内所、八女伝統工芸館、横町町家
交流館など市内観光施設にて全プログ
ラムを記載した冊子を配布しています。

※申し込み締切は各プログラム実施日
の 7日前まで。
※定員になりしだい、締め切ります。
■申込・問い合わせ＝八女市役所観光
振興課（茶のくに観光案内所）

（☎２２・６６４４）

元
気
な
八
女

を
体
験
す
る

18
日
間
！

プ
ロ
グ
ラ
ム
例

旅
す
る
茶
の
く
に
週
間

着地型体験交流プログラム



私
た
ち
の
血
液
中
に
は
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
ト
リ
グ
リ
セ

ラ
イ
ド
（
中
性
脂
肪
）、
リ
ン
脂
質
、

遊
離
脂
肪
酸
と
い
っ
た
脂
質
と
呼

ば
れ
る
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
脂
質
は
、
細
胞
膜
や
ホ
ル
モ
ン

の
材
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵
庫
に

な
る
な
ど
、
私
た
ち
の
体
の
機
能

を
保
つ
た
め
に
大
切
な
働
き
を
し

て
い
ま
す
。

通
常
、
脂
質
は
肝
臓
で
作
ら
れ

た
り
食
事
か
ら
と
り
込
ま
れ
た
り

し
て
、
血
液
中
に
一
定
の
量
が
保
た

れ
る
よ
う
に
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
体
の
中
で
脂
質
の
流
れ

が
う
ま
く
調
節
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
食
事
か
ら
体
の
中
に
入
っ
て
く

る
脂
質
の
量
が
多
く
な
り
す
ぎ
た

り
す
る
と
、
脂
質
異
常
症
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

1
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
い

タ
イ
プ
（
１
２
０
㎎
／
dl
以
上
）

2
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
少
な

い
タ
イ
プ
（
40
㎎
／
dl
未
満
）

3
中
性
脂
肪
が
多
い
タ
イ
プ
（
１
５

０
㎎
／
dl
以
上
）

血
液
中
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
）
コ
レ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ス
テ
ロ
ー
ル

4

4

4

4

4

が
多
過
ぎ
る
と
、
動
脈

の
壁
に
く
っ
つ
い
て
動
脈
が
厚
く
硬

く
な
り
、
動
脈
硬
化
が
少
し
ず
つ

進
ん
で
い
き
、
や
が
て
心
筋
梗
塞
や

脳
卒
中
な
ど
の
深
刻
な
病
気
が
引

き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

中
性
脂
肪

4

4

4

4

は
、
そ
れ
自
体
は
動

脈
硬
化
の
原
因
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
中
性
脂
肪
が
多
い
と
Ｈ
Ｄ

Ｌ
（
善
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
減

っ
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

増
え
や
す
く
な
る
の
で
、
間
接
的

に
動
脈
硬
化
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

は
、
血

液
の
余
分
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
回

収
し
て
肝
臓
に
戻
す
働
き
を
し
ま

す
。
こ
の
値
が
低
い
と
血
管
の
壁
に

た
ま
っ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
引
き

抜
い
て
肝
臓
に
戻
す
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
動
脈
硬
化
が
進
み
や
す

く
な
り
ま
す
。

脂
質
異
常
症
と
診
断
さ
れ
る
人

は
、
10
年
前
と
比
べ
て
約
２
倍
に

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因
と

し
て
は
、
脂
肪
の
過
剰
摂
取
を
中

心
と
し
た
食
生
活
や
、
運
動
不
足

な
ど
の
生
活
習
慣
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

食
事
療
法

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
多
く
含
む
食

品
を
減
ら
す
、
食
物
繊
維
を
多
く

含
む
野
菜
な
ど
を
積
極
的
に
と
る
。

ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
（
中
性
脂
肪
）

の
高
い
人
は
糖
質
や
ア
ル
コ
ー
ル
を

控
え
る
、
肥
満
を
解
消
・
予
防
す
る

た
め
に
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
ま
す
。

運
動
療
法

　

適
度
な
強
さ
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
有
酸
素
運
動
を
続
け
る
と
、

ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
（
中
性
脂
肪
）

を
減
ら
し
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
増
や
す
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
は
肥

満
の
予
防
や
解
消
に
役
立
ち
ま
す
。

　

心
臓
、
腎
臓
、
関
節
な
ど
に
病
気

が
あ
る
人
な
ど
は
、
運
動
が
勧
め
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
主
治
医
に
相
談
し
て
そ
の
指
示

に
従
っ
て
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

薬
物
療
法

　

ど
う
し
て
も
生
活
習
慣
が
改
善

で
き
な
い
人
や
、
生
活
習
慣
を
改
善

し
て
も
血
中
脂
質
の
数
値
が
高
い
ま

ま
下
が
ら
な
い
と
き
に
は
、
動
脈
硬

化
、
さ
ら
に
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
へ

と
進
む
危
険
性
が
ど
ん
ど
ん
高
く

な
り
ま
す
か
ら
、
薬
物
療
法
も
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

八
女
市
で
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
高
く
、
治
療

が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

未
治
療
の
人
が
多
い
状
況
で
す
。
特

に
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
１

８
０
㎎
／
dl
を
こ
え
て
い
る
人
は
早

め
に
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

3月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥

脂
質
異
常
症
を
改
善
す
る
に
は
・・・

脂
質
異
常
症
に
は
３
つ
の
タ
イ
プ

脂
質
異
常
症
（
高
脂
血
症
）
を

ほ
う
っ
て
お
く
と
・・・

平
成
19
年
に
10
～
20
代
を
中
心
と

し
た
年
齢
層
で｢

は
し
か(

麻

し
ん)｣

が
流
行
し
、
多
く
の
学
校
が

休
校
の
措
置
を
と
る
な
ど
社
会
的
な
問

題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
平

成
20
年
４
月
１
日
か
ら
予
防
接
種
法
が

変
わ
り
、
乳
幼
児
期
に
１
回
、
は
し
か

や
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
年
長

児
・
中
学
１
年
生
・
高
校
３
年
生
相
当

の
人
も
、
免
疫
を
高
め
る
た
め
再
度
の

接
種
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
接
種
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、

期
間
内
に
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

◦
接
種
対
象
者
＝
▽
２
期　

年
長
児
相

当
（
平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
）
▽
３
期　

中
学
１
年

生
相
当
（
平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成

12
年
４
月
１
日
生
）
▽
４
期　

高
校
３

年
生
相
当
（
平
成
６
年
４
月
２
日
～
平

成
７
年
４
月
１
日
生
）

◦
接
種
期
限
＝
平
成
25
年
３
月
31
日

◦
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
＝
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）

※
期
限
を
過
ぎ
て
の
接
種
は
無
料（
公

費
接
種
）
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
有

料
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
20
～
25
年
ま
で
５
年
間
の
措

置
の
た
め
、
来
年
度
か
ら
（
平
成
25

年
４
月
１
日
か
ら
）
は
３
期
（
中
１
）、

４
期（
高
３
）の
接
種
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保
健
指

導
係
（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

はしか（麻しん）・風しんの接種はお済みですか？
年
長
児
・
中
学
１
年
生
・

高
校
３
年
生
の
皆
さ
ん

特定健診
大切なデータの見方
【コレステロールと中性脂肪】
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　保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するい
ろいろな相談に応じます。健康手帳をお
持ちの人はご持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝3月4日㈪ 9時30分～ 11時 ／ 
八女市保健センター
◦日時＝3月5日㈫ 13時30分～ 15時 ／ 
立花総合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝3月5日㈫ 14時～ 15時 ／ 星野
総合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝3月6日㈬ 14時～ 15時 ／ 上陽
保健センター
◦日時＝3月27日㈬ 10時30分～ 11時30
分 ／ 黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日時＝3月28日㈭ 10時30分～ 11時30
分 ／ 矢部基幹集落センター
★住民健診を受け、結果がもどってき
た人は、ぜひ検査結果を持って健康相
談にお越しください。検査値の説明や
生活習慣のご相談をお受けします。

旧八女市・立花町の皆さん
♥受付時間　13時～ 14時30分
♥会場　八女市保健センター
◦日にち・対象＝ 
3月12日㈫＝10か月児（平成24年5月生）
3月26日㈫＝1歳6か月児（平成23年9月生）
3月27日㈬＝4か月児（平成24年11月生）
3月28日㈭＝3歳児（平成22年3月生）

旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村の皆さん
♥受付時間　13時30分～ 14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日にち＝3月19日㈫　
◦対象＝1歳6か月児（平成23年8月～ 9
月生）／ 3歳児（平成22年2月～ 3月生）
※対象者には個別に通知します。
※事前に連絡いただくとどちらの会場で
も健診を受けることができます。

参加する人は事前に健康推進課まで
お申し込みください。
♪もぐもぐ！かみかみ！離乳食教室
　離乳食中期・後期の7か月児～1歳児ご
ろについてのお話と調理。離乳食に不安・
心配な人が対象です。託児あり（要申込）。
♥日時　3月14日㈭ 10時～ 13時 ※受
付9時30分～　
♪ベビーズクッキング
　ごっくん期（離乳食初期の5 ～ 6か月
児）についてのお話と調理。
♥日時　3月21日㈭ 10時30分 ～ 13時
30分 ※受付10時～　

〈共通事項〉◦会場＝おりなす八女研修
棟　◦持参品＝エプロン、三角きん、手
ふきタオル、筆記用具　◦材料費＝300
円　◦定員＝先着15人

　子育てのことで、少しでも心配なこと
があったらお気軽にご相談ください。身
長・体重測定もできます。母子健康手帳
をお持ちください。※相談日以外でも、

窓口や電話で子育て相談を行っています。
※各地域の主任児童委員も家庭の相談に応
じています。福祉課援護係（☎23・1350）
◦日時＝3月6日㈬ 14時～ 15時 ／ 上陽
保健センター
◦日時＝3月11日㈪ 9時30分～ 11時 ／ 
八女市保健センター
◦日時＝3月14日㈭ 11時～ 12時 ／ 星
野総合保健福祉センター
◦日時＝3月15日㈮ 13時15分～ 14時30
分 ／ 八女市保健センター
◦日時＝3月28日㈭ 10時30分～ 11時30
分 ／ 矢部基幹集落センター

　心理士による個別相談です。対象者
は年齢を問わず、成長発達面に不安の
ある人です。心配なことがあればお気
軽にご相談ください。※予約制
♥日時　3月13日㈬、28日㈭ 9時～16時
♥会場　八女市保健センター
♥日時　3月19日㈫ 9時～16時
♥会場　黒木地域交流センター「ふじの里」

離乳食教室

乳幼児心理相談

３
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
教
室

子育て相談

申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

　
入
浴
は
体
の
汚
れ
を
取
る
以
外
に
主
な

医
学
的
作
用
と
し
て
次
の
４
つ
の
作
用
が

あ
り
ま
す
。

①
温
熱
作
用　
血
液
の
流
れ
が
よ
く
な
り

筋
肉
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
肩
こ
り
な
ど
の

痛
み
を
和
ら
げ
る
。　

②
浮
力
作
用　
お
湯
の
中
で
浮
力
が
働
き

関
節
へ
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

③
リ
ラ
ッ
ク
ス
作
用　
40
度
以
下
の
ぬ
る

め
の
お
湯
に
つ
か
る
と
脳
や
体
を
休
め
る

ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
心
身
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
ま
す
。

④
水
圧
作
用　
体
の
表
面
だ
け
で
な
く
、

血
管
や
内
臓
に
も
均
等
に
水
圧
が
か
か
り

循
環
器
や
呼
吸
器
の
機
能
が
活
発
に
な
り

ま
す
。

▽
入
浴
時
間　

大
体

ぬ
る
ま
湯
（
40
度
以

下
）
で
10
～
15
分
、
や
や
熱
め
（
40
～
42

度
）
な
ら
５
～
10
分
程
度
。
あ
く
ま
で
目

安
な
の
で
我
慢
し
て
入
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
長
湯
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽
お
湯
の
温
度　
急
に
血
圧
が
上
が
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
42
度
以
下
に
調
節
し
ま
し

ょ
う
。

▽
体
の
つ
か
り
方　
首
ま
で
し
っ
か
り
湯

船
に
つ
か
る
と
心
臓
や
肺
に
負
担
が
か
か

る
の
で
、
高
血
圧
等
持
病
を
持
っ
て
い
る

人
や
高
齢
者
は
み
ぞ
お
ち
ぐ
ら
い
ま
で
に

し
ま
す
。
ま
た
、
お
湯
か
ら
あ
が
る
時
は
ゆ

っ
く
り
立
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

▽
温
度
差
を
少
な
く
す
る　

脱
衣
所
に

暖
房
器
具
を
置
く
な
ど
し
て
、
裸
に
な

っ
た
時
寒
い
と
感
じ
な
い
ぐ
ら
い
の
室
温

（
20
度
程
度
）
に
し
て
お
き
ま
す
。

▽
朝
起
き
て
す
ぐ
の
入
浴
は
避
け
る　

朝
は
起
き
て
活
動
す
る
た
め
に
急
激
に
血
圧

が
上
が
り
や
す
い
状
態
で
す
。
入
浴
す
る
な

ら
起
き
て
か
ら
１
～
２
時
間
後
に
し
ま
す
。

▽
水
分
補
給　

入
浴
中
は
汗
を
か
く
の

で
、
入
浴
前
後
に
は
十
分
な
水
分
補
給
が

必
要
で
す
。

▽
食
後
・
運
動
後
は
す
ぐ
に
入
浴
し
な
い

食
後
は
消
化
吸
収
を
す
る
た
め
に
消
化
管

に
血
液
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
食
後
す
ぐ
に

入
浴
を
す
る
と
温
熱
効
果
で
血
液
が
表
面

に
集
ま
っ
て
し
ま
い
、
せ
っ
か
く
の
消
化
活

動
が
さ
ま
た
げ
ら
れ
て
い
ま
い
ま
す
。
ま
た

運
動
後
も
体
内
が
活
発
に
動
い
て
い
る
の

で
す
ぐ
に
入
浴
す
る
の
は
避
け
た
い
も
の
。

食
後
、
運
動
後
の
入
浴
は
30
分
～
１
時
間

ほ
ど
時
間
を
空
け
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
上
手
な
入
浴
の
方
法
で
心
身
と
も
に
疲

れ
を
取
っ
て
、
明
日
へ
の
活
力
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

上
手
な
入
浴
法

寒
い
冬
、湯
船
に
の
ん
び
り
つ
か
れ
ば
心
も
体

も
温
ま
り
、１
日
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を
癒
や

す
の
に
最
適
で
す
。今
回
は
入
浴
の
健
康
効
果

と
共
に
上
手
な
入
浴
法
を
紹
介
し
ま
す
。

冬
に
オ
ス
ス
メ

健
康
入
浴
法
！

広報やめ　2013.2.157
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◦
日
時
＝
２
月
15
日
㈮
～
20
日
㈬

10
時
～
17
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
出
品
作
品
＝
絵
画
・
書
・
水
墨
画
・

写
真
・
陶
器
・
工
芸
・
文
芸
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
熊
谷
さ
ん

（
☎
２
２
・
２
６
２
５
）

◦
日
時
＝
２
月
24
日
㈰
宮
野
公
園

に
８
時
30
分
集
合
、
９
時
出
発

◦
コ
ー
ス
＝
宮
野
公
園
～
観
梅
会

場
往
復
約
７
㌔

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
１
０

０
円
（
保
険
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会
鶴
さ

ん
（
☎
０
９
０・３
３
２
６・３
１
３
３
）

　
参
加
無
料
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
３
月
２
日
㈯
10
時
～
15

時
15
分

◦
場
所
＝
九
州
国
立
博
物
館

◦
内
容
＝
小
中
学
生
や
ま
ち
づ
く

り
団
体
に
よ
る
活
動
の
発
表
、
ま

ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
体
験
。

「
第
16
回
県
景
観
文
化
展
」「
第
25

回
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
建
築
賞
」

「
第
２
回
県
屋
外
広
告
景
観
賞
」
の

受
賞
者
の
表
彰
式
、
受
賞
作
品
や

ま
ち
づ
く
り
団
体
の
活
動
を
紹
介

し
た
パ
ネ
ル
の
展
示
。
※
受
賞
作

品
等
は
２
月
26
日
㈫
か
ら
同
館
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
展
示
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）

　
青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
の
参

加
団
体
に
よ
る
活
動
成
果
発
表
や

体
験
ブ
ー
ス
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。
入
場
無
料

◦
日
時
＝
３
月
３
日
㈰
９
時
30
分
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
内
容
＝
和
太
鼓
、
科
学
体
験
、

ダ
ン
ス
、
演
劇
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
活
動
紹
介
展
示
　
ほ
か
　

辻
井
い
つ
子
さ
ん
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
辻

　
八
女
し
あ
わ
せ
交
流
館
を
利
用

し
て
い
る
各
団
体
や
講
座
等
の
活

動
成
果
を
発
表
し
、
交
流
を
深
め

ま
す
。
大
正
琴
や
カ
ラ
オ
ケ
、
民

舞
等
講
座
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
お

で
ん・や
き
と
り
等
の
バ
ザ
ー
あ
り
。

◦
日
時
＝
２
月
17
日
㈰
10
時
～
17
時

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
し
あ

わ
せ
交
流
館
（
☎
２
４・５
８
４
６
）

　
八
女
地
区
退
職
中
学
校
長
会
主

催
。
生
涯
を
か
け
た
創
作
活
動
の

逸
品
や
趣
味
の
作
品
を
創
作
し
つ

づ
け
て
い
る
会
員
の
力
作
を
展
示
。

井
伸
行
さ
ん
の
母
）
に
よ
る
特
別

講
演
も
同
時
開
催

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
青
少
年

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
推
進
室

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
６
１
５
）

　
八
女
市
内
の
飲
食
店
に
よ
る

フ
ー
ド
の
出
店
と
マ
ル
シ
ェ
を
中
心

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
。
会
場
内
ス
テ
ー

ジ
で
バ
ン
ド
演
奏
あ
り
。「
ワ
カ
モ

ノ
に
遊
び
場
を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
心
が
若
け
れ

ば
み
ん
な
ワ
カ
モ
ノ
！
ご
家
族
揃
っ

て
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
３
月
３
日
㈰
11
時
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
土
橋
市
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に
で
遊
ぶ

会
実
行
委
員
会
代
表
・
杉
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
９
６
０
７
・
４
０
７
５
）

　
小
学
４
年
～
６
年
生
12
人
募
集

（
保
護
者
同
伴
）。
受
講
料
無
料
※

傷
害
保
険
料
は
自
己
負
担
。

◦
日
時
＝
３
月
23
日
㈯
13
時
30
分

～
17
時

◦
募
集
期
間
・
方
法
＝
２
月
22
日

㈮
10
時
～
３
月
１
日
㈮
17
時
。フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
郵
便
は
が
き
の
み
受
付

①
申
込
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別

（
小
学
生
・
保
護
者
と
も
）
②
学
校

名
・
学
年
③
住
所
・
電
話
番
号
記

入
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
工
業
高
等

専
門
学
校
総
務
課
（
〒830-8555

久
留
米
市
小
森
野
１
‐
１
‐
１
）

☎
０
９
４
２
・
３
５
・
９
３
０
４
／

N
０
９
４
２
・
３
５
・
９
３
０
７

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
八
女
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
介
護
支
援
専
門
員
を
若
干

名
募
集
し
ま
す
。

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
八
女

教
室
・
講
座

八
女
し
あ
わ
せ
交
流
館
文
化
祭

ラ
ジ
オ
を
組
み
立
て
よ
う

第
１
回
趣
味
の
作
品
展

立
花
観
梅
ウ
オ
ー
ク

＠
遊
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

お
知

ら
せ

空き家を売りたい・貸したい人は、
下記までお問い合わせください。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上
陽町・立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝空き家バンク情
報センター【黒木総合支所内】
☎４２・１１１１（内線４１１）
★受付時間＝平日9時～17時
※お越しの際は必ず事前にお電
話ください。

空き家情報を募集しています♪

地域活動支援センター
ほ

ほ
え

み

ふらっち広場からのお知らせ
八女市本村 425-61（☎ 24・3022） 
☀開館日＝火・水・木・土・日曜
   10 時～ 17 時
★おやつ「キャラメル風味のフレ
ンチトーストをつくろう」
◦日時＝ 2 月16日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費

★工作「バスボムをつくろう」
◦日時＝2 月23日㈯13 時30 分～
◦参加費＝100 円

★「ひなまつり スプリングコンサート」
◦日時＝ 3 月 2 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝無料◦場所＝ふじの里

（黒木町）※ふらっち広場からの送迎も
あります。詳細はお尋ねください。　
★工作「ワイヤークラフトをしよう」
◦日時＝3 月9日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝100 円
■会場はいずれもふらっち広場です。
■イベントがない日もマグネットつく
りやエコバッグつくりを楽しめます。
■ボランティアも募集中。

南
筑
後
地
域
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
体

験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
７
回
福
岡
県
景
観
大
会

八
女
市
嘱
託
職
員

　女市バイオマス活用推進計
画（案）に関する意見を募

集します。八女市では、これから
の低炭素社会の実現に向けて、地
域特性を活かしたバイオマスの利
活用を推進するため、バイオマス
活用推進計画を策定します。計画

（案）について、意見を募集します。
◦公表＝①八女市ホームページ掲
載②閲覧（林業振興課）
◦募集期間＝ 2 月18 日㈪～ 2 月
28日㈭
◦提出方法＝郵送（または持参）
〒 834・8585 八女市本町 647
八女市役所林業振興課※当日消
印有効N 23・5411
q ringyoshinko@city.yame.lg.jp

八

募集

バイオマス活用推進計画
（案）に関する意見書
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◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
司
法

書
士
会
筑
後
支
部
（
☎
０
９
４
２
・

３
２
・
６
６
４
１
）
※
平
日
10
時

～
16
時
受
付
、
当
日
申
込
も
可

　
各
行
政
区
内
（
旧
八
女
市
の
み
）

の
河
川
清
掃
が
３
月
中
に
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
内
の

溜
め
マ
ス
や
下
水
路
も
清
掃
し
ま

し
ょ
う
。

★
生
活
排
水
や
ご
み
の
不
法
投
棄

で
河
川
が
大
変
汚
れ
て
い
ま
す
。

▼
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
は
、
水

切
り
を
十
分
し
た
後
、
燃
え
る
ご

み
と
し
て
出
し
て
い
だ
だ
く
か
、
生

ご
み
処
理
器
で
堆
肥
化
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
使
用
後
の
て
ん
ぷ
ら
油
は
、
固

め
た
り
、
紙
に
し
み
こ
ま
せ
た
り
し

て
「
燃
え
る
ご
み
」
と
し
て
出
し
て

い
た
だ
く
か
、
毎
月
第
４
日
曜
日

の
午
前
中
に
市
役
所
で
行
っ
て
い
る

資
源
ご
み
の
回
収
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
平
日
は
、
社
会
環
境
課

お
よ
び
総
合
支
所
・
各
支
所
の
環

境
担
当
課
へ
持
参
く
だ
さ
い
）

▼
食
器
や
鍋
な
ど
の
ひ
ど
い
汚
れ

は
紙
で
ふ
い
て
か
ら
洗
っ
て
く
だ
さ

い
。（
八
女
市
環
境
衛
生
協
議
会
）

仲
間
と
の
交
流
を
深
め
健
康
な
体

と
心
の
う
る
お
い
を
提
供
し
ま
す
。

同
じ
ス
ポ
ー
ツ
種
目
ば
か
り
で
な

く
（
文
化
的
な
活
動
も
含
む
）、
い

ろ
い
ろ
な
種
目
が
選
べ
ま
す
。
気
軽

に
気
楽
に
ま
ず
は
体
験
か
ら
！

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１

３
４
０
）

◦
募
集
住
宅
＝
県
内
に
所
在
す
る

県
営
住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
お
よ
び
受

付
期
間
＝
３
月
１
日
㈮
～
11
日
㈪

（
11
日
消
印
ま
で
有
効
）

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所
＝
市

役
所
都
市
計
画
課
、
市
総
合
支
所

お
よ
び
各
支
所
窓
口

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社
（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

　
相
続
・
遺
言
、
不
動
産
登
記
・

商
業
登
記
、
成
年
後
見
制
度
、
多

重
債
務
、
裁
判
等
、
身
近
な
法
律

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
司
法
書
士
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
23
日
㈯
10
時
～
13
時

◦
場
所
＝
広
川
町
保
健
・
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
な
や
ぎ
の
里

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
準

備
）、
資
格
証
明
書
類
（
写
）

◦
選
考
日
＝
３
月
９
日
㈯

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
お
よ
び

面
接
・
作
文

◦
申
込
期
間
＝
２
月
18
日
㈪
～
２

月
28
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長

寿
課
地
域
包
括
支
援
係
（
☎
２
３
・

１
２
０
３
）

　
旧
八
女
市
小
学
校
区
８
学
童
保

育
所
で
4
月
か
ら
勤
務
す
る
指
導

員
を
募
集
し
ま
す
。

◦
応
募
資
格
＝
65
歳
ま
で
で
運
転

免
許
を
持
つ
人

◦
募
集
期
間
＝
２
月
15
日
㈮
～
22

日
㈮
　
※
後
日
履
歴
書
持
参
の
う

え
面
接
あ
り

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福

祉
法
人
寿
福
祉
会
（
☎
２
４
・
５

３
１
１
）

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
家
族
の
絆
や

学
童
保
育
所
指
導
員

県
営
住
宅
入
居
者

３
月
は
「
河
川
清
掃
浄
化
運

動
月
間
」

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
新
規
会
員

　

八
女
市
で
は
「
八
女
市
第
５

期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
地

域
密
着
型
の
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
施
設
を
平
成
24
年
度

か
ら
26
年
度
に
３
施
設
の
整
備
を

行
う
計
画
で
す
。
こ
の
た
め
、
平

成
24
年
５
月
に
公
募
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
指
定
候
補
事
業
者

の
決
定
ま
で
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
再
度
公
募
を
行
い
ま
す
。

◦
公
募
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
＝

▽
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
＝
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護（
介
護
予
防
含
む
）

▽
整
備
予
定
年
度
＝
平
成
25
年

度
・
平
成
26
年
度

▽
施
設
数
・
定
員
＝
３
施
設(

登

録
定
員
25
人
） 

▽
施
設
整
備
予
定
地
域
＝
旧
八
女

郡
の
地
域

※
①
整
備
予
定
地
域
に
つ
い
て
は
、

旧
八
女
郡
内
と
し
ま
す
が
、
選
考

に
あ
た
り
前
回
公
募
の
整
備
予
定

地
域
で
あ
る
八
女
市
上
陽
町
、
星

野
村
お
よ
び
矢
部
村
で
の
整
備
を

優
先
的
に
選
考
決
定
し
ま
す
。
同

地
域
か
ら
応
募
が
な
い
場
合
に
、

そ
の
他
の
旧
八
女
郡
の
地
域
内
か

ら
の
応
募
に
つ
い
て
選
考
決
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
②
今
回
の
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
施
設
の
整
備
と
併
せ
て
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
の
整
備
を
計

画
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ

の
内
容
を
提
案
書
に
記
載
さ
れ
応

募
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

内
容
を
審
査
の
う
え
必
要
性
が
認

め
ら
れ
れ
ば
併
設
に
つ
い
て
認
め

る
こ
と
と
し
ま
す
。

◦
公
募
受
付
期
間
＝
２
月
19
日
㈫

～
３
月
29
日
㈮
※
書
類
の
受
付
は

右
記
期
間
中
の
土
日
祝
日
を
除
く

８
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で

◦
公
募
説
明
会
＝
２
月
18
日
㈪
14

時
～
市
役
所
２
０
３
会
議
室

※
公
募
説
明
会
へ
の
参
加
を
希
望

さ
れ
る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
介
護
長
寿
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

係
へ
参
加
事
業
所
名
、参
加
人
員
、

連
絡
先
電
話
番
号
お
よ
び
返
信

先
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
記
入
の
う
え
、

次
の
受
付
窓
口
ま
で
フ
ァ
ク
ス
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
折
り
返

し
、
介
護
長
寿
課
か
ら
受
信
確
認

票
を
フ
ァ
ク
ス
送
信
し
ま
す
。

◦
応
募
要
領
＝
詳
し
く
は
八
女
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.

city.yam
e.fukuoka.jp/

）
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
・
受
付
窓
口
＝

介
護
長
寿
課
介
護
サ
ー
ビ
ス
係

（
〒834-8585

八
女
市
本
町
６

４
７
番
地
）

☎
０
９
４
３
・
２
３
・
２
５
４
５

N
０
９
４
３
・
２
３
・
１
３
３
１

……地域密着型介護サービス事業者を再公募します……

3月5日㈫ 忠見公民館
 　 10：00～11：30 
　  12：30～15：30
3月7日㈭ 
    ①10：00～12：00 
　　東公民館
     ②13：30～15：30
       三河小学校

問い合わせ＝八女市献血推
進協議会（☎ 23・0294）

献血にご協力ください

広報やめ　2013.2.159
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■楽しく食育「肉まんづくりに挑戦！」
◦ 3/8 ㈮ 10：30 ～※要申込、参加費 200円
■いっしょにあそぼ！「ダンボールであそぼう」
◦3/9 ㈯ 10：30 ～
■ママとふあふあほっぺ※要申込25組
◦3/12 ㈫ 10：30 ～講師＝田中もとこさん
■高田先生とおしゃべり会
◦ 3/15 ㈮ 10：30 ～講師＝子育てアドバ
イザー高田悦也さん　※託児要申込
■にこにこバースデー♪
◦3/22 ㈮10：30 ～

■子育てママのリフレッシュタイム
「素敵な手作りコサージュ」講師＝石橋友
美さん◦ 3/4 ㈪ 10：00 ～／定員 20 人程
度／材料費 500 円／託児要予約 3/1まで
■食育講座「春のパーティーメニュー」
講師＝吉田世津子さん（筑後高等料理学院）
◦ 3/13 ㈬ 10：00 ～／おりなす八女研修棟
／材料費 500 円／定員 25 人／託児要予
約 3/6 締切
■パパママ広場 「お好み焼きパーティー」
◦3/16 ㈯ 10：00 ～、定員 15 組、大人１人
１００円
■ほほえみ会

◦ 3/26 ㈫ 10：00 ～、パネルシアター・バルー
ンあそびなどを行います。どなたもご参加ください。
■思いきり遊ぼう園庭とセンターで親子遊び

《9：30 ～ 15：30》12 ㈫ /21 ㈭ /27 ㈬
/28 ㈭ /29 ㈮

《9：30 ～13：00》2 ㈯ /23 ㈯
■移動サロンご近所仲間を作りましょう

《10：00 ～ 12：00》▽東公民館 3/1㈮▽
おりなす八女 3/7 ㈭▽上陽公民館 3/8 ㈮
▽西公民館 3/18 ㈪▽そよかぜ 3/22 ㈮

《11：00 ～12：30》 ▽児童センター3/15 ㈮
■ほほえみサロン楽しく親子あそび
◦赤ちゃん広場（生後 4 か月～ 15 か月）
3/6 ㈬９：30 ～ 12：00
◦ほほえみ広場（生後 16 か月～就学前）
3/5 ㈫９：30 ～ 12：00
※今月のお誕生会は 14 日㈭に赤ちゃんひ
ろば・ほほえみ広場合同で行います。
■プレママ広場 ※今からママになる人対象
◦3/11㈪10：00 ～12：00 ／忠見保育園
◦3/25 ㈪ 10：00 ～12：00 ／ほほえみ

■エンジェルルーム 「ひな祭り」
◦ 3/5 ㈫ 10：30 ～
■プレママ＆ベビーサロン 「みんなでトーク」
◦3/8 ㈮ 10：30 ～ 
■ハートフルしゃべり場（高田悦也さん）

◦3/12 ㈫ 10：30 ～※託児は要予約
■みんなであそぼう「だっこビクス」
◦3/17 ㈰ 10：30 ～ / 講師＝田中もと子さ
ん / 多目的ホール　※当日自由参加
■ハッピーバースデー
 ◦3/19 ㈫ 10：30 ～

■ひなまつり会◦ 3/1 ㈮ 10：30 ～
■たまひよクラブ◦ 3/4 ㈪ 10：30 ～
■おはなし会◦ 3/5 ㈫ 10：30 ～
■英語で遊ぼう◦3/11㈪ 10：30 ～
■育児講座「フラワーアレンジメント」
◦ 3/12 ㈫ 10：30 ～かがやき※ 2 日前ま
でに要予約、限定 20 組（託児あり）、材
料費 500 円、はさみをご持参ください
■元気にあそぼう◦3/13 ㈬ 10：30 ～
■ハッピーバースデー！◦3/15 ㈮ 10：30 ～
■パネル～にゃ◦3/18 ㈪ 10：30 ～
■リズムにのって◦3/19 ㈫ 10：30 ～
■なかよしクラブ◦3/22 ㈮ 10：30 ～
■パパママあそぼう◦3/23 ㈯ 10：30 ～
■移動サロン※ 10：00 ～ 13：00
▽白木コミュニティセンター 3/7 ㈭
▽黒木公民館 3/14 ㈭
▽かがやき 3/21㈭
▽矢部基幹集落センター 3/28 ㈭

立花町子育て支援センターきらきら
会場・問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

黒木町チャイルドルーム　ピコロ
会場・問い合わせ＝ふじの里（☎42・3301）

子育て支援センター　ほほえみ
問い合わせ＝ほほえみ（岡山保育所内☎22・4726）

つどいの広場　ちゃちゃっこ
会場・問い合わせ＝共生の森（☎30・2566）

子育ち支援掲示板 ３月 ※子育ち…子ども自身が、自ら
の力で心身ともに成長すること。

3月3日（日）

いしもと小児科 岩崎 22・7111

中島医院 黒木町 42・0235

大坪歯科医院 上陽町 33・7011

江崎耳鼻咽喉科 筑後市 0942・53・2347

平野眼科 本町 23・5550

3月10日（日）

藤本産婦人科 東宮野町 23・2733

耳納高原病院 星野村 52・3135

柴田歯科医院 納楚 24・3400

3月17日（日）

東医院 矢原町 23・5212

みやざき内科 立花町 37・0008

山下いさみ歯科医院 筑後市 0942・53・7864

山下眼科 筑後市 0942・53・2225

3月20日（祝）

東洋医学ひぐちクリニック 大島 23・2765

クリニックくろぎ 黒木町 42・0887

城﨑歯科医院 筑後市 0942・53・8205

3月24日（日）

ごんどう内科 山内 23・3010

しばた医院 上陽町 33・7373

山口歯科医院 筑後市 0942・53・3256

3月31日（日）

古賀泌尿器 馬場 24・3121

木屋診療所 黒木町 42・0071

坂田歯科医院 筑後市 0942・53・7089

▼救急指定病院
公立八女総合病院 高塚 23・4131

柳病院 吉田 23・2176

川﨑病院 納楚 23・3005

馬場病院 広川町 32・3511

▼夜間小児救急医療（19:00～22:00）

月・水・金　公立八女総合病院 23・4131

火・木　筑後市立病院 0942・53・7511

▼日祝日小児救急医療（9:00～15:00）

3/3㈰・17㈰・20㈷・31㈰

　公立八女総合病院　２３・４１３１

3/10㈰・24日㈰

　筑後市立病院 ０９４２・５３・７５１１

▼県小児救急医療電話相談
19:00 ～ 23:00

　聖マリア病院　0942・37・6116

23:00 ～ 7:00

　県指定健康相談事業者 ♯ 8000

3月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので、
電話で確認してください。✚

【お詫びと訂正】広報やめ 2 月1日号19 ページ「国保についてのお問い合わせ」中、立花支所の電話番号が違ってい
ましたのでお詫びして訂正します。立花支所市民生活福祉課（正）23・4932   ※（誤）23・1113は本庁税務課となります。
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2・3 月 イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

申し込み・問い合わせ
おりなす八女（☎22・5332）おりなす八女   春のイベント情報

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号
2/17 ㈰ 八女太鼓祭　絆 ～あしたへ～ ハーモニー他 13:00 500 円 八女太鼓祭実行委員会事務局（善）22・5332

3/3 ㈰ 八女アンビネットフェスティバル 全館 9:00 無料 立花公民館 37・1522

3/9 ㈯ あつまれ！元気もんフェア 全館 9:00 無料 男女共同参画・生涯学習課 23・1318

3/12(火) 平成 24 年度自殺対策強化月間　啓発講演会
講師：若久病院　副院長　野見山晃先生 はちひめ 14:00 無料 南筑後保健福祉環境事務所 0944・

72・2176

3/31 ㈰ 西日本大正琴愛好会八女支部　発表会 はちひめ 10:00 無料 同愛好会八女支部（平田） 23・0206

3/31 ㈰
ＹＡＭＥ  ＢＲＡＳＳ  ＳＴＡＴＩＯＮ
吹奏楽部合同演奏会（西日本短期大学付属高
等学校、福島高等学校、八女高等学校、輝翔
館中等教育学校、八女学院中学・高等学校）

ハーモニー 14:00 無料 八女学院中学・高等学校吹奏学部
（高山） 23・5111

お
い
し
い
お
茶
に
は
、
た
っ
ぷ
り
な

時
間
と
手
間
、
愛
情
が
必
要
な
の
で
す
。

映画を楽しむ八女・筑後の会 
２０１２年度第２回上映会

これからの生き方を問いかける。
みると元気になる

オーガニックシネマ誕生！

平成 25 年度

「おりなす友の会」入会募集

・チケットの先行発売
・チケットの割引
・公演チラシ・情報誌の発送
・その他の特典あり

監督  塩屋俊　出演  陣内孝則、田中麗奈 
吉沢悠、柄本明、永島敏行、 石丸謙二郎、寺泉憲、
中村ゆり、林美智子

会場　はちひめホール
一般前売券 1,200 円（当日 1,500 円）
中高校生・障がい者 800 円（当日のみ）

主催／映画を楽しむ八女・筑後の会
( 地域上映を支える会員制度もあります。事務局まで )

問合せ先( 森山)  ☎ 24・1174

九州北部豪雨災害復興祈念

更新手続き受付（新規・継続）３月１日～
加入期間 平成 25 年４月１日～平成 26 年 3 月 31日
年会費 

会員特典

入会申込み方法特典

ＦＡＸ：23・2199

個人会員 （新規入会）2,000 円
　　　　  （継続加入）1,500 円
家族会員 （１人につき）1,500 円 

「入会申込書」（おりなす事務室またはHPからダウンロード可）に必要
事項を記載のうえ、会費を添えて友の会事務局へお申込みください。

「入会申込書」に必要事項をご記入のうえ、ご郵送ください。

「入会申込書」をファックスしてください。

チケット発売中

2/21(木) ①１０：３０ ②１４：００

主催／市民ミュージカル劇団さくら座 《事務局 中村芳子 090-6772-2675》
後援／八女市、八女市教育委員会、童男山・犬尾城址保存会、東京オペラ協会

・おりなす友の会事務局（おりなす八女内）

・郵送

・ファックス



社
会
福
祉
法
人
隆
栄
会 

上
妻

保
育
園
で
１
月
24
日
㈭
、
お
茶
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
八
女
は
お

茶
の
産
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
園

児
ら
に
お
茶
に
つ
い
て
学
ん
で
も

ら
い
、
礼
儀
作
法
や
も
て
な
す
心

も
養
お
う
と
、
毎
月
１
～
２
回
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
実
験
で
、
塩
素
反
応
で
黄

色
く
変
色
し
た
水
道
水
が
、
一
つ

ま
み
の
お
茶
の
葉
で
一
瞬
の
う
ち

に
透
明
に
変
化
し
、
塩
素
が
除
去

さ
れ
る
様
子
を
見
て
お
茶
の
殺
菌

作
用
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

玉
露
の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
玉
露
の
入
れ
方
を
教
え
て
も

ら
い
、
自
分
た
ち
で
玉
露
を
入
れ

て
い
き
ま
し
た
。「
お
い
し
い
」、「
あ

ま
い
」、「
コ
ー
ヒ
ー
み
た
い
」
と
い

ろ
い
ろ
な
感
想
を
口
ぐ
ち
に
話
す

子
ど
も
た
ち
。
玉
露
を
入
れ
る
の

は
初
め
て
で
し
た
が
、
ど
の
子
ど

も
た
ち
も
上
手
に
急
須
を
扱
い
玉

露
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

指
導
に
来
て
い
る
井
手
研
治
さ

ん
は
「
今
、
急
須
が
な
い
よ
う
な

家
庭
も
あ
る
中
、
お
茶
を
入
れ
て

飲
む
こ
と
で
お
茶
に
親
し
ん
で
も

ら
い
た
い
し
、
八
女
茶
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
ほ
か
の
保
育
園
な
ど

に
も
広
が
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
３
月
に
は
保
護
者

を
招
い
て
お
茶
で
も
て
な
す
お
茶

教
室
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

おたんじょうびおめでとう

松尾  綾
あ や ね

音ちゃん
Ｈ24年2月8日生（室岡）

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い

パ
ワ
フ
ル
に
育
っ
て
ね
♡

大
籠
地
区
に
伝
わ
る
「
や
せ
仏
」

さ
ん
の
縁
日
が
１
月
16
日
㈬
に
あ

り
、多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

や
せ
仏
さ
ん
は
苦
行
す
る
釈
迦

の
姿
を
現
し
た
も
の
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
ら
祀
ら
れ
て

い
る
の
か
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
な

ど
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

59
年
に
現
在
の
場
所
に
お
堂
が
建

て
ら
れ
、
８
月
16
日
と
１
月
16
日

の
年
２
回
、
地
元
の
人
た
ち
に
よ
っ

て
縁
日
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
同
地

区
出
身
の
作
家
・
故
中
薗
英
助
さ

ん
の｢

南
蛮
仏｣

に
も
紹
介
さ
れ
、

広
い
地
域
か
ら
お
参
り
に
訪
れ
て
い

ま
す
。「
人
々
を
救
う
た
め
に
苦
行

さ
れ
て
い
る
お
姿
が
あ
り
が
た
い
で

す
」と
参
拝
客
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

八
女
市
上
陽
町
の
「
蓮
の
実
園
」

の
入
所
者
ら
が
描
い
た
絵
で
作
ら

れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
が
完
成
し
１
月

17
日
㈭
、
三
田
村
市
長
に
し
お
り

と
と
も
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
カ

レ
ン
ダ
ー
の
絵
は
宮
崎
盛
博
さ
ん

と
田
中
常
裕
さ
ん
が
主
に
描
い
て

お
り
、
今
回
は
多
く
の
人
に
２
人

の
絵
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
初

め
て
カ
レ
ン
ダ
ー
を
製
作
し
ま
し

た
。
宮
崎
さ
ん
は
、
障
害
者
美
術

展
で
最
高
賞
の
ほ
か
、
一
般
の
部

で
も
多
く
の
賞
を
受
け
る
な
ど
、

大
牟
田
の
青
々
水
彩
画
協
会
の
準

会
員
に
推
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
宮
崎
さ
ん
に
刺
激
を
受
け
た
田

中
さ
ん
も
絵
を
描
く
よ
う
に
な
り
、

美
術
展
で
入
賞
す
る
な
ど
し
て
い

ま
す
。

描
か
れ
た
絵
に
感
心
し
き
り
の

三
田
村
市
長
の
「
い
い
作
品
が
描

け
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
に
２
人
は

笑
顔
で
こ
た
え
て
い
ま
し
た
。
カ

レ
ン
ダ
ー
と
し
お
り
は
蓮
の
実
園

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

◦
蓮
の
実
園
（
☎
５
４・３
１
２
３
）

お
茶
を
通
じ
て
も
て
な
す
心
を
養
う

「
や
せ
仏
」さ
ん
に

願
い
を
託
す

「
蓮
の
実
園
」入
所
者
の
絵
が
彩
る
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
わ
だ
い

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

絵を描いた田中さんと宮崎さん（左から）

完成した
「はすのみ アート＆ハートかれんだー」

玉露を味わう園児たち

急須から玉露を上手に注いでいきます

（上）「やせ仏」さんにお参りする参
拝客 （左）釈迦苦行像の様にやせて
いる「やせ仏」さんは、大籠の正八
幡宮神社の北側に祀られています
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